
令和5年度緩和ケア研修(令和6年2月15日開催）アンケート結果
参加者38名(内訳:医師1名、歯科医師1名、看護師16名、薬剤師4名、リハビリ職2名、ケアマネジャー7名、相談室4名、その他3名）
アンケート回収率57％

●上記の回答についてご意見をお願いいたします
（回答より主なものを抜粋）

• 透析の中止＋緩和ケアはセットであることを学びました

• 老健ではあまり透析の利用者がいない為、新しい学びにつながった。

• 本当に素晴らしい講義でした！参加して良かったと思いました。先生方の話し方
が大変聞きやすく、本当に学びの多い講義でした。CKDの緩和ケアについて今後
必要な症例があるので、今後にしっかり活かしていきたいと思います

• 透析をしない決断をしても、途中で透析をやはりしたくなっても、いいんだとわ
かった

• 興味深い内容でしたが進行の不具合があり、とても残念でした。

• ACPの意識を持つようになりました。

• 患者さんの希望を聞く際の具体的な言葉かけの内容を知ることができました。

●上記の回答についてご意見をお願いいたします
（回答より主なものを抜粋）

• 薬の事だけでなく、患者様とのコミュニケーションを積極的に取ろうと思いまし
た

• 情報が整理されていてわかりやすかった。

• 日本でなぜ腹膜透析が普及しないのか理由がわかった

• やるべき支援にたいして、どんな努力が必要か気付けました

• 資料がなく進行の不具合もあり、十分集中することができなかった。資料を入手
したら復習したいと思います。

• 腎不全末期の利用者さんのケアにも活かせる

• 高齢者である利用者の病気の理解とどのような治療の選択肢があるかを知識とし
て得たことで、今後の寄り添い方や主治医との連携時に役立てていきます。



●上記の回答についてご意見をお聞かせください。
（回答より主なものを抜粋）

• 時間が足りない。慣れてない人は大変だと思う。

• どのような聞き方をすればよいか勉強になりました

• 他の組のやり取りも聞いて見たかった。

• 資料の準備ができていなかった。職場なのでやむを得
ず中座。ご迷惑をおかけしました。講義形式が分かっ
ていたら受講しませんでした。

• 患者さんが話せることで気持ちが楽になること、支援
者がどんな言葉をかけたら良いのかが何となく理解で
きました

• 資料がなく参加できなかった

• 相手方に資料がわたっていなかった

• 資料のファイルが開けなかったためロールプレイを実
施することができなかった(他の腎不全患者さん＝ご家
族について検討しました)

• 他職種の方と意見交換が出来てよかった。

●人生会議(ACP)が広がっていくためにはどのような活動が必要だと思いますか？
（回答より主なものを抜粋）

• 一般の方も含め継続した啓蒙活動

• 調剤薬局の待合などにパンフレット設置をし、周知活動を図る

• 今回のように人生会議がどのようなものであるかが明瞭に示せるモデルケースがあると良いと思う。

• 医療職もまだわからない手探りのような感じなので、緩和ケアの認定看護師さんや医師の講義を聴
く機会が多くあるのは有意義だなと思います

• まずは医療職の理解を深めていくことが必要だと思います。

• 必要性を予測して、個別に話題提供する。啓発が必要と考えている層の日常的活動。

• 皆さん、何かが起こる前に準備がしたいと考えていますが、どのように準備をしたら良いか分から
ないので、手当たり次第、直感で行動している方が多いと思います。準備を正しく、確実に行える
方法だということをお伝えすることが必要だと思います

• 病気になる前から市・ケアプラザを中心に講演や勉強会を行って発信してはどうか

• まずはステーション内でのACPについて認識を皆が持つこと

• 6月からの改正においても、重要視されていることなので、医療側とより本人や家族と身近な介護
側が情報共有できるシステムを作る。

• まずは知ってもらう事が重要だと思います。



●今後、開催される研修会等のテーマについてご意見をお願いいたします。

• 資料が開けなかったのでしっかりと見れると助かります。

• 戸塚区のインフォーマルサービス・社会資源を多く知りたいです

• 在宅での経験が未熟であるため、どの様なテーマでも勉強になります。ありがとうございます。

• 時の課題

【今回の研修会ご参加の皆様へ】
研修会開始が機器トラブルにより遅延してしまい大変申し訳ありませんでした。また研修中にも通信トラブルに
よる中断があったことに関し重ねてお詫び申し上げます。
メールで添付した資料が開けなかったトラブルもお聞きしております。
今回の原因と今後の対策に関しましては現在原因を調査中でございます。
今後対策を講じ、皆様に集中して研修を受けていただけるように努力してまいります。
今後ともよろしくお願いいたします。

皆様ご協力ありがとうございました。

●研修開催方法についてのご意見をお聞かせください（回答より主なものを抜粋）

• 集合とオンライン両方あるので、その日のスケジュールに合わせて選ぶことができ、参加しやすい。

• オンラインであれば、事前に調整をお願いします。興味がある内容で参加しましたが、開催時間が遅れてし
まったり、手元資料が出なくてロールプレイができなかったり、今回は残念なことが多かったです。

• 実務が終了した時間帯での研修なので、参加しやすかったです。今後も同様にお願いしたい。

• 期間限定で動画配信もしていただけると嬉しいです。
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